
　

北
京
冬
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
13
日
に
閉

幕
し
た
が
、
こ
れ
と
は
別
の
「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
あ
る
事
を

知
る
人
は
少
な
い
▼
「
デ
フ
（D

eaf

）」
と
は

『
聴
覚
障
害
』
を
意
味
す
る
英
語
で
耳
が
聞

こ
え
な
い
人
に
特
化
し
た
競
技
大
会
の
事
を

指
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に
４
年
に
一
度

開
催
さ
れ
２
年
毎
に
夏
季
と
冬
季
の
大
会
を

行
な
っ
て
い
る
▼
第
一
回
夏
季
大
会
は
１

９
２
４
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
、
冬
季
は

１
９
４
９
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
開
催
さ
れ

た
。
競
技
は
、
夏
季
は
陸
上
、
水
泳
な
ど
２1

種
目
。
冬
季
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
カ
ー
リ
ン

グ
な
ど
６
種
目
▼
聴
覚
障
害
は
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
出
場
資
格
を
得
ら
れ
な
い
為
、
障
害

の
あ
る
選
手
に
と
っ
て
大
切
な
大
会
に
な
っ
て

い
る
。
昨
年
開
催
予
定
だ
っ
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で

延
期
と
な
り
今
年
５
月
１
日
か
ら
開
催
さ
れ

る
。
競
技
は
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
る
よ
う
だ
▼

次
の
開
催
は
２
０
２
５
年
、
日
本
で
は
誘
致

に
取
り
組
む
、
成
功
す
れ
ば
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
知
名
度
が
上
が
る
か
も
し
れ
な
い
。�（
昴
）

　

奈
良
県
幹
線
街
路
整
備
事
務
所
は
、
西
九
条
佐
保
線
を
現
在
整
備
中
の
大
和
北

道
路
の
開
通
ま
で
の
供
用
を
め
ざ
し
、
現
在
は
用
地
買
収
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
高
架
は
仮
線
工
事
の
開
始
さ
れ
て
い
る
。

都
市
計
画
道
路「
西
九
条
佐
保
線
」

都
市
計
画
道
路「
西
九
条
佐
保
線
」

用
地
買
収
を
進
展

用
地
買
収
を
進
展

県幹線街路
整備事務所

　

県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

道
路
建
設
課
は
、
現
在
整

備
中
の
大
和
北
道
路
の

（
仮
称
）
奈
良
Ｉ
Ｃ
か
ら

奈
良
市
中
心
市
街
地
を
結

ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て

整
備
す
る
都
市
計
画
道
路

「
西
九
条
佐
保
線
」
の
用

地
買
収
と
、
全
区
間
で
詳

細
設
計
等
を
進
め
て
い

る
。
担
当
は
幹
線
街
路
整

備
事
務
所
。

　

用
地
買
収
で
一
定
の
エ

リ
ア
が
ま
と
ま
れ
ば
、
文

化
財
発
掘
調
査
を
行
い
、

工
事
着
手
に
備
え
る
。
一

方
、
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
高
架

は
、
高
架
橋
本
体
を
建
設

す
る
た
め
の
仮
線
工
事

（
東
側
）
と
施
工
ヤ
ー
ド

工
事
等
が
西
日
本
旅
客
鉄

道
に
委
託
し
て
始
ま
っ
た
。

　

令
和
２
年
度
に
「
奈
良

県
公
共
事
業
評
価
監
視
委

員
会
」（
1２
月
開
催
）
で
、

街
路
事
業
の
西
九
条
佐
保

線
（
奈
良
Ｉ
Ｃ
～
大
宮
通

り
）・
大
安
寺
柏
木
線
・

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
高
架
は
仮
線
工
事
進
む

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
高
架
は
仮
線
工
事
進
む

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
高
架
を
審

議
し
て
「
事
業
継
続
が
妥

当
」
と
し
た
。

　

▽
都
市
計
画
道
路
西
九

条
佐
保
線
＝
（
仮
称
）
奈

良
Ｉ
Ｃ
～
都
市
計
画
道
路

大
森
高
畑
線
（
平
成
２８
年

７
月
事
業
認
可
）
１
５
３

３
㍍
、
都
市
計
画
道
路
大

森
高
畑
線
～
大
宮
通
り

（
平
成
２５
年
1０
月
事
業
認

可
）
４
７
９
㍍
、
幅
員
２3

㍍
（
４
車
線
）
の
構
造
規

格
第
４
種
第
１
級
。
設
計

速
度
４０
㌔
㍍
／
ｈ
。
事
業

費
２
４
８
億
円
。

　

▽
都
市
計
画
道
路
大
安

寺
柏
木
線
（
奈
良
市
大
安

寺
～
柏
木
町
）
＝
事
業
延

長
８
２
０
㍍
幅
員
1８
㍍

（
２
車
線
）
の
構
造
規
格

第
４
種
第
２
級
。
設
計
速

度
４０
㌔
㍍
／
ｈ
。
平
成
3０

年
３
月
事
業
認
可
。
事
業

費
４０
億
円
。

　

▽
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
高
架

（
奈
良
市
大
森
町
～
八
条

４
丁
目
）
＝
事
業
延
長
１

８
８
０
㍍
幅
員
９
㍍
。
平

成
２８
年
７
月
事
業
認
可
。

事
業
費
１
５
５
億
円
。

　

事
業
の
目
的
は
①
（
仮

称
）
奈
良
Ｉ
Ｃ
か
ら
奈
良

市
中
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス

性
の
向
上
②
地
域
内
交
通

の
円
滑
化
③
踏
切
除
却
に

よ
る
安
全
性
向
上
及
び
地

域
分
断
の
解
消
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
④
防
災
機
能

の
向
上
⑤
良
好
な
景
観
の

形
成
。

　

令
和
２
年
1０
月
末
時
点

の
事
業
進
捗
率
約
13
％
、

用
地
進
捗
率
約
3６
％
。
事

業
費
４
４
３
億
円
で
残
事

業
費
３
７
０
億
円
。現
在
、

用
地
買
収
を
実
施
し
て
お

り
、
特
に
大
き
な
問
題
は

な
く
、
当
初
計
画
通
り
進

め
て
い
る
。
引
き
続
き
残

用
地
の
買
収
を
重
点
的
に

進
め
る
な
ど
事
業
進
捗
を

図
り
、
早
期
の
供
用
を
め

ざ
す
―
と
し
て
い
る
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
の

積
極
的
な
採
用
と
建
設
発

生
土
の
有
効
活
用
及
び
道

路
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ

り
コ
ス
ト
縮
減
が
期
待
さ

れ
る
。
電
線
共
同
溝
の
低

コ
ス
ト
手
法
で
あ
る
浅
層

埋
設
方
式
及
び
小
型
ボ
ッ

ク
ス
活
用
埋
設
方
式
の
採

用
な
ど
よ
り
一
層
の
コ
ス

ト
縮
減
に
努
め
な
が
ら
、

引
き
続
き
事
業
を
推
進
す

る
。
現
在
の
計
画
で
事
業

の
進
捗
に
問
題
が
な
い
た

め
代
替
案
の
検
討
は
行
わ

な
い
。

　

西
九
条
佐
保
線
は
、
ほ

と
ん
ど
の
区
間
は
平
面
構

造
だ
が
、
大
安
寺
柏
木
線

と
の
立
体
交
差
の
た
め
奈

良
Ｉ
Ｃ
へ
至
る
終
点
側
が

高
架
構
造
と
な
る
。ま
た
、

大
森
高
畑
線
以
南
は
菩
提

川
と
市
道
中
部
第
９
号
線

を
西
側
へ
付
け
替
え
、
現

在
の
川
が
あ
る
部
分
に
新

設
道
路
を
構
築
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
課
で
は
、
奈
良

市
八
条
･
大
安
寺
地
区
で

Ａ
Ｉ
タ
ウ
ン
実
現
に
向

け
、
令
和
３
年
度
に
導
入

施
設
の
検
討
や
機
運
醸
成

を
目
的
と
し
た
取
組
み
の

企
画
運
営
、
次
年
度
以
降

に
立
ち
上
げ
る
予
定
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
研
究

会
）
の
検
討
な
ど
を
行
う

た
め
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
に
よ
り
業
務
を
地
域

計
画
建
築
研
究
所（
略
称
・

ア
ル
パ
ッ
ク
。
中
塚
一
代

表
取
締
役
社
長
）
大
阪
事

務
所
（
大
阪
市
中
央
区
今

橋
）
に
委
託
し
て
進
め
て

い
る
。

　

奈
良
市
八
条
・
大
安
寺

周
辺
地
区
に
は
、
奈
良
市

を
南
北
に
縦
断
す
る
高
規

格
幹
線
道
路
で
あ
る
京
奈

和
自
動
車
道
（
大
和
北
道

路
）
の
（
仮
称
）
奈
良
Ｉ

Ｃ
の
ほ
か
、
市
内
中
心
部

と
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な

る
都
市
計
画
道
路
西
九
条

佐
保
線
、
合
わ
せ
て
整
備

さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
の

高
架
化
並
び
に
新
駅
の
設

置
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　
（
仮
称
）
奈
良
Ｉ
Ｃ
と

新
駅
の
交
通
結
節
点
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た

新
た
な
地
域
・
広
域
交
流

拠
点
や
滞
在
周
遊
型
の
観

光
交
流
空
間
の
形
成
な
ど

国
際
文
化
観
光
都
市
と
し

て
魅
力
が
あ
り
、
地
域
住

民
に
も
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
行
い
、
定
住
人
口
並

び
に
観
光
交
流
人
口
の
増

加
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を

「
奈
良
市
八
条
・
大
安
寺

周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
基

本
構
想
」
の
目
的
と
し
て

い
る
。�

（
吹
上
）

（昭和４１年１０月１８日第三種郵便物認可） （週３回刊・毎週火・木・土曜日発行）建 設 新 報
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３
月
３
月
2424
日
供
用
開
始

日
供
用
開
始

　中和土木事務所管内のエリアは、石舞台や高松塚古墳、唐古・鍵遺跡や談山神社、日本
建国の地と記される橿原神宮など数多くの古墳や遺構、神社仏閣をはじめ大和三山や山の
辺の道などが存在し、地理的には文化財が集中する所と橿原市等の人口が密集する市街地
を併せ持ち、その調和に配慮しつつ活力あるまちと快適で安全な県土を築くための社会基
盤の整備を進めている。道路事業では、都市計画道路畝傍駅前通線が3月24日に部分供用
を予定。ＪＲ畝傍駅前において、高齢者や障害者等に歩きやすいバリアフリー化された幅
のある歩道や無電柱化による安全な道路空間が期待される。また一般国道１６９号「高取
バイパス」を始め、一般県道結崎田原本線、主要地方道桜井吉野線などで道路改良。一般
県道三輪山線、一般県道大和青垣吉野川自転車道線などで道路環境整備を行っている。
河川事業では曽我川で擁壁工事、寺川、飛鳥川で護岸工事。その他大和川、米川などで河
川改修を、一般国道１６９（清水谷他）、一般県道中和幹線（豊田跨線橋）他で橋梁補修、
また主要地方道桜井田原本王寺線で舗装や道路補修を行う。その他大神神社参道周辺地
区、近鉄結崎駅周辺地区などでまちづくり事業を促進するなど、令和４年度においても、地
域住民や関連市町村と連携の下、安全・安心のまちづくりを支える社会資本整備を進めて
いく方針である。ここに紹介する事業（写真）は今年度の主要事業である。

一般国道１６９号他　清水谷橋他　橋梁補修工事（道路メンテナンス事業（国道橋りょう補修）他）

畝傍駅前通り線　舗装工事（防災・安全（街路））

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
60
m
、ひ
び
割
れ
注
入
工
Ｌ
＝
20
m
、

断
面
修
復
工
Ｖ
＝
１・
46
㎥
、炭
素
繊
維
シ
ー
ト
接
着

工
Ａ
＝
29
㎡
、橋
面
防
水
工
Ａ
＝
76・４
㎡

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
２
２
６
ｍ
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
Ａ
＝

１
８
３
６
㎡

施工：株式会社 石橋組
　　　　　 代表取締役　石橋　昌憲

施工：三建工業株式会社
　　　　　 代表取締役　前川　雅幸

桜井市大西781－2
　TEL0744－45－0727

橿原市葛本町379-1
　TEL0744－25－4137

一般国道１６９号　歩道工事（防災・安全（道環））

一般国道１６９号高取バイパス　舗装工事（防災・安全（道路改良・都づくり））

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
４
２
４
m
、側
溝
工
Ｌ
＝
１
６
９
m
、

縁
石
工
Ｌ
＝
１
９
４
m

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
２
０
２
ｍ
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
A
＝

１
４
０
０
㎡

施工：株式会社 せ　 き
　　　　　 代表取締役　関　將之

施工：かねまつ建設株式会社
　　　　　 代表取締役　松本　敏彦

高市郡明日香村岡379-1
　TEL0744－54－4585

高市郡明日香村島庄222
　TEL0744－54－3349

一般県道助命下荻線伏拝工区道路改良工事（防災・安全交付金事業（道路改良）（国補正）他）

施工：株式会社広　成

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
90
ｍ
、重
力
式
擁
壁
工
Ｌ
＝
21
ｍ
、

場
所
打
水
路
工
Ｌ
＝
64
ｍ

施工：JFEエンジニアリング株式会社

一般国道25号（五月橋）橋梁上部工工事
・
鋼
下
路
式
ロ
ー
ゼ
桁
橋
Ｌ
＝
92
・
５
m

一般県道上笠間八幡名張線毛原工区道路改良工事（街渠工事）（防災・安全交付金事業（道路改良）（国補正）他）

施工：株式会社MAKOTO

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
64
ｍ
、
場
所
打
水
路
工
Ｌ
＝

７
ｍ
、
側
溝
工
Ｌ
＝
１
１
１
ｍ

主要地方道枚方大和郡山線中町工区（仮称）石木2号橋上部工事

一般国道369号電飾設置工事秋篠川取付擁壁工事

主要地方道笠置山添線邑地工区道路改良工事（補強土壁工事）

ザ・土木ＰＨＯＴＯ土木 特集事業 Vol. 4

安全・安心  良質な土木技術が築くインフラ
　奈良土木事務所管内エリアは、平野部には東大寺、興福寺など国宝・重要文化財がある
奈良公園周辺や西の京・山の辺周辺など、数多くの歴史的、文化的な資産が点在している。
また東部地域は豊かな自然が残された大和高原を有する地域である為、市街地と東部山
間地域の実情など地域の特性や課題に応じた社会資本整備が重要である。道路事業では
主要地方道枚方大和郡山線（中町工区）の橋梁「砂茶屋橋」を含む延長２２０㍍区間が
３月２１日開通する。中町工区は、清滝生駒道路と大和中央道を結ぶ枚方大和郡山線で
２車線のまま残された最後の区間。交通渋滞の緩和・交通安全性の向上と救命救急活動
の支援及び救急輸送道路ネットワークの機能強化を目的に平成２４年に都市計画決定し
た。また、一般県道助命下荻線（伏拝工区）５９０㍍も3月１６日開通する運びとなった。
さらに、一般県道上笠間八幡名張線（毛原工区）の部分供用を近く予定。国道２５号五
月橋では橋梁架け替えを完了したことから供用間近となっている。その他、国道３６９号
（大保道路）、天理環状線（九条バイパス）などの整備を促進する。河川事業では、秋篠川、
佐保川、布留川南流などの河川改修を含め、地域の安全・安心を支える県土強靭化に向
けた各事業を進めていく方針。ここに紹介する写真は、今年度の主要事業である。

豊 か で 住 み よ い 奈 良 の 実 現

供

用

予

定

箇

所

供用予定
年度 路 線 名 箇 所 名 事業延長

（ｍ）
供用済延長

（ｍ）
供用予定延長

（ｍ）

R1 主要地方道
枚方大和郡山線

中町工区
奈良市中町 1,600 0 220

（部分供用）

期待される効果：【骨格幹線道路ネットワーク】
4車線整備により、慢性的な渋滞を緩和するとともに、砂茶屋橋東詰交差点の安全な通行を確保します。

R1 一般県道
助命下荻線

伏拝工区
山辺郡山添村伏拝 960 370 590

（完成供用）
期待される効果：伏拝地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R1 一般県道
上笠間八幡名張線

毛原工区
山辺郡山添村毛原 1,170 400 290

（部分供用）
期待される効果：毛原地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R2 主要地方道
笠置山添線

邑地工区
奈良市邑地町 450 220 230

（完成供用）
期待される効果：邑地地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R2 一般県道
山添桔梗が丘線

広瀬工区
山辺郡山添村吉田 630 0 110

（部分供用）
期待される効果：吉田地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R2 一般県道
笠天理線

下仁興工区
天理市下仁興町 800 400 160

（部分供用）
期待される効果：下仁興地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R3 国道369号 大保道路
奈良市大保町 1,600 0 400

（部分供用）
期待される効果：【骨格幹線道路ネットワーク】
大保地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

※�供用予定年度は、標準的な工程を想定した場合の目安であり、今後の予算の状況や施工上の条件変化等に
より変更が生じる場合があります。

枚方大和郡山線（中町工区）3月21日開通

助命下荻線（伏拝工区）3月16日供用開始
完成供用間近！上笠間八幡名張線など

中
町
工
区
の
開
通
に
よ
り
、
砂
茶
屋
橋
（
東

詰
・
西
詰
）
交
差
点
の
集
約
化
が
行
わ
れ
、
渋

滞
緩
和
や
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機

能
強
化
、
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア

ク
セ
ス
向
上
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

事
業
区
間
：
奈
良
市
中
町
～
奈
良
市
石
木
町

事
業
着
手
：
平
成
24
年
度

事
業
延
長
：
Ｌ
＝
１
６
０
０
ｍ

　
　
　
　
　
（
今
回
開
通
区
間
Ｌ
＝
２
２
０
ｍ
）

幅
　
　
員
：
Ｗ
＝
22
・
０
ｍ
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清水谷橋清水谷橋

供用予定箇所

供用予定年度 路 線 名 箇 所 名 事業延長（ｍ） 供用予定延長（ｍ）

R5 主要地方道
桜井吉野線 百市工区　桜井市百市 1460 420

（部分供用）

期待される効果：【骨格幹線道路ネットワーク】バイパス整備により、百市地区における幅員狭
小区間を解消し、安全で円滑な通行及び歩行者の安全性を確保します。

※ 供用予定年度は、標準的な工程を想定した場合の目安であり、今後の予算の状況や施工上の条件
変化等により変更が生じる場合があります。

豊かで住みよい豊かで住みよい
奈良の実現奈良の実現
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主要地方道桜井吉野線　百市工区　道路改良工事（補強土壁工事）（防災・安全交付金事業（道路改良・都づくり）他）

一般県道中和幹線　豊田跨線橋　橋梁補修・補強工事（道路メンテナンス事業（地方道橋りょう補修・耐震））曽我川　取付擁壁工事（大規模特定河川事業（河道掘削）（臨時・特別）（国補正）他）

一般県道三輪山線　三輪工区　電線共同溝工事（無電柱化推進事業（防災・安全）（都づくり））

飛鳥川　護岸工事（緊自災（臨時・特別）他）一般国道１６９号高取バイパス　道路改良工事（道路排水管補強工事）（社会資本整備総合交付金事業（道路改良・都づくり）

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
１
７
３
ｍ
、掘
削
工
Ｖ
＝
２
２
０
０
㎥
、

補
強
土
壁
工
Ｌ
＝
２
１
７
ｍ
、法
覆
護
岸
Ａ
＝
89
㎡

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
２
２
０
ｍ
、
橋
面
補
修
工
Ａ
＝

３
０
２
０
㎡
、伸
縮
装
置
取
付
工
Ｌ
＝
84
ｍ

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
26
ｍ
、取
付
擁
壁
工
Ｌ
＝
９
ｍ
、ブ
ロ
ッ

ク
積
擁
壁
工
Ｌ
＝
14
ｍ

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
１
５
４
ｍ
、電
線
共
同
溝
Ｌ
＝
68
ｍ
、歩

道
工
Ａ
＝
１
０
４
１
㎡
、参
道
工
Ａ
＝
５
５
２
㎡

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
34
ｍ
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
工
Ｌ
＝
34

ｍ
、張
ブ
ロ
ッ
ク
工
Ａ
＝
１
４
４
㎡

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
43
m
、管
更
生
工
Ｌ
＝
43
m

施工：井前建設株式会社
　　　　　 代表取締役　井前　克也

施工：株式会社 植木組
　　　　　 代表取締役　井前　千景

施工：赤木工業株式会社
　　　　　 代表取締役　赤木　捷二

施工：株式会社 上村組
　　　　　 代表取締役　上村　智津子

施工：株式会社 米川組
　　　　　 代表取締役　米川　洋子

施工：かねまつ建設株式会社
　　　　　 代表取締役　松本　敏彦

桜井市大字初瀬4573-1
　TEL0744－47－7388

桜井市初瀬4589-1
　TEL0744－47－7537

大和郡山市今国府町288-1
　TEL0743－56－1232

香芝市旭ヶ丘1-31-1
　TEL0745－76－6623

高市郡明日香村奥山630
　TEL0744－54－2139

高市郡明日香村島庄222
　TEL0744－54－3349

　平素は、県土木行政にご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げ
ます。
　中和土木管内は２市４町１村で形成され、約23万人の方がお住
まいになっています。面積は県土の僅か約６％でありますが、市街
地から山間まで幅広い地形を有しています。このため、道路、河川、
砂防等種々のインフラ整備や維持管理に取り組んでいるところで
す。
　まず道路事業におきましては、骨格幹線道路の改築推進を中心
に一般国道１６９号高取ＢＰ、御所高取ＢＰのほか、桜井吉野線百市

工区、結崎田原本線結崎～三河工区などを進めている他、桜井市とまちづくり連携協定を締
結して進めている三輪山線の参道整備、広域周遊自転車道である京奈和自転車道の整備な
どを行っています。また、中和幹線豊田跨線橋などの橋梁補修・耐震化などメンテナンス工
事にも積極的に取り組んでいます。
　次に、河川・砂防事業についてですが、管内は大和川に流れ込む河川が集まる事から、
防災・減災対策を重点的に進めています。具体的には、大和川をはじめ、その支川となる寺
川や曽我川などで改修工事を行う他、河積を阻害する樹木伐採や堆積土砂の撤去も機動
的に行っています。また、急傾斜地での対策工事や砂防堰堤の調査・設計に加え、土砂災
害基礎調査に基づく危険箇所の周知に努めるなどしています。
　公共事業の推進には、引き続き、地域の皆様、関係各位のご理解とご協力が不可欠です。
今後も、安全・安心を支える社会資本整備に邁進して参りますので、宜しくお願い致します。

中和土木事務所
〒634-0003　橿原市常盤町605番地の5
TEL（0744）48-3070 FAX（0744）48-3134

〈主要事業〉
■道路改良… 一般国道１６９号高取バイパス道路（高取町清水谷）、

結崎田原本線（三宅町伴堂）、桜井吉野線（桜井市
百市）

■橋梁補修… 一般県道中和幹線（豊田跨線橋）、一般国道１６９
号他（清水谷橋他）

■河川改修… 飛鳥川（三宅町伴堂）、曽我川（橿原市中曽司町他）、
寺川（田原本町千代他）

■街路事業… 都市計画道路畝傍駅前通り線（舗装工事）
■無電柱化推進事業…一般県道三輪山線（三輪工区）
■急傾斜…稲渕地区（明日香村）
■道路環境整備… 大和青垣吉野川自転車道線、一般国道１６９号

歩道工事
■まちづくり… 大神神社参道周辺地区、近鉄大福駅周辺地区他

（桜井市）、大和八木駅周辺地区、医大周辺地区他
（橿原市）、近鉄結崎駅周辺地区（川西町）、その他
11 地区

県中和土木事務所
所長 牧田  孝光

安全・安心を支える社会資本整備に邁進安全・安心を支える社会資本整備に邁進 令和３年度

事業特集
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建築・板金工事一式

三洋工業KK奈良県特約店

中辻正鈑金属興業㍿
代表取締役 中 辻 安 則

奈 良 市 南 京 終 町 １－７２
☎（０７４２）６２－０７６１㈹
ＦＡＸ（０７４２）６２－３６４６

辻本鉄筋工業

橿 原 市 石 川 町 ４ ８ ８ － １
ＴＥＬ（０７４４）㉗６７１９
磯城郡田原本町味間７０－８
ＴＥＬ（０７４４）３０３１
ＦＡＸ（０７４４）８５２１

加工場

左官工事一式
Ａ・Ｓ・Ｋグループ事業内容
・左官工事 ・ブロック工事
・外構工事 ・各リフォーム工事

奈良県知事許可（般－30）第１５６２８号

五 條 支 店

和歌山県知事許可（般―２9）第１２４８３号

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

奈
良
市

　
　
（
３
月
９
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
平
城
西
小
学
校
校
舎

ト
イ
レ
改
修
工
事
（
東
登

美
ヶ
丘
三
丁
目
１
０
９
３

番
地
の
１
）
＝
①
山
中
産

業
②
２
８
７
４
万
３
０
０

０
円（
予
３
５
７
１
万
円
）

③
た
け
な
わ
、
國
岡
工
務

店
、
マ
ル
ヤ
マ
、
シ
マ
ダ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
Ａ

Ｃ
Ｅ
、
清
峰
工
業
、
フ
ジ

ト
ミ
建
設
、
森
本
工
業
、

山
本
豊
建
設
、
ナ
ッ
ク
建

設
、
左
野
工
業
、
近
畿
興

産
、
鳥
井
建
設
、
青
山
工

務
店
、
若
葉
建
設
、
栄
林

建
設
、
奥
田
石
材
工
業
、

山
崎
組
、
ノ
ー
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
、
西
岡
工
務
店
、
岩

本
建
設
、
関
西
設
備
、
水

野
工
務
店
、
栄
工
務
店
、

井
上
建
設
、
中
西
組
（
辞

退
）、
常
建
設
（
辞
退
）。

　

▼
舗
装
道
補
修
工
事

（
東
部
地
区
そ
の
１
）（
市

内
一
円
）
＝
①
古
川
建
設

②
４
０
２
万
５
０
０
０
円

（
予
５
４
５
万
円
）。

　

▼
道
路
緊
急
修
繕
工
事

（
東
北
部
そ
の
１
）（
前
同
）

＝
①
藤
本
造
園
②
３
１
３

万
６
０
０
０
円
（
予
４
４

８
万
４
０
０
０
円
）。

　

▼
道
路
緊
急
修
繕
工
事

（
西
北
部
そ
の
１
）（
前
同
）

＝
①
大
結
興
業
②
３
２
０

万
５
０
０
０
円
（
予
４
４

７
万
７
０
０
０
円
）。

　

▼
第
５
号
市
営
住
宅
１

号
棟
水
道
メ
ー
タ
ー
取
替

工
事
（
大
安
寺
一
丁
目
）

＝
①
近
藤
重
機
工
業
②
１

２
１
万
６
０
０
０
円
（
予

１
５
３
万
円
）。

奈
良
市
企
業
局

　
　
（
３
月
８
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
口
径
１
５
０
粍
配
水

支
管
改
良
工
事
３
―
１
―

６
号
（
西
大
寺
新
池
町
～

西
大
寺
野
神
町
一
丁
目
）

＝
①
広
和
②
７
９
５
２
万

円（
予
１
億
８
４
９
万
円
）

③
岡
﨑
組
、
廣
岡
建
設
、

ナ
カ
オ
、竹
田
水
道
工
業
、

良
金
興
業
、
広
成
、
相
和

建
設
、森
髙
建
設（
辞
退
）

④
管
布
設
延
長（
Ｇ
Ｘ
管
）

φ
１
５
０
㍉
Ｌ
７
０
５

㍍
、鋤
取
復
旧
工
Ａ
ｓ（
５

㌢
）
３
０
５
８
平
方
㍍
。

工
期
５
年
１
月
31
日
。

県
中
和
公
園
事

務
所

　
　
（
３
月
７
日
・
指
名

競
争
入
札
、
３
月
1０
日
契

約
）

　

▼
大
和
民
俗
公
園
舗
装

補
修
工
事
（
補
助
都
市
計

画
公
園
事
業
（
防
災
・
安

全
交
付
金
）
他
）
繰
４
１

２
―
４
他
号
（
大
和
郡
山

市
矢
田
町
）
＝
①
北
川
建

設
②
５
７
５
万
６
０
０
０

円
（
比
６
５
９
万
７
０
０

０
円
）。

　

▼
馬
見
丘
陵
公
園
健
康

遊
具
設
置
工
事
（
馬
見
丘

陵
公
園
の
利
活
用
推
進
事

業
（
都
づ
く
り
））
７
２

１
―
２
号（
河
合
町
山
坊
）

＝
①
安
田
組
建
設
②
１
６

３
万
円
（
比
１
８
７
万
３

０
０
０
円
）。

県
奈
良
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
３
日
・
一
般

競
争
入
札
、
３
月
９
日
契

約
）

　

▼
主
要
地
方
道
天
理
環

状
線
九
条
バ
イ
パ
ス
道
路

付
属
施
設
工
事
（
防
災
・

安
全
交
付
金
事
業
（
道
路

改
良
））
１
―
10
―
Ａ
10

―
１
号（
天
理
市
九
条
町
）

＝
①
真
興
建
設
②
１
５
０

７
万
円
（
比
１
７
２
２
万

２
０
０
０
円
）③
中
南
組
、

左
野
工
業
、
成
田
組
、
山

崎
組
、
清
水
工
務
店
、
岡

田
組
、
和
田
工
務
店
、
金

城
建
設
・
近
畿
ク
レ
ー
ン

興
業
、井
上
水
道
工
業
所
、

野
島
造
園
土
木
、藤
上
組
、

共
栄
住
設
、
共
進
建
設
、

都
祁
建
設
、西
岡
工
務
店
、

東
尾
建
設
、
近
畿
興
産
、

光
成
建
設
、
吉
川
組
、
鳥

井
建
設
、
三
晟
建
設
、
上

田
建
工
、
ヨ
シ
マ
サ
、
島

井
組
プ
ラ
ン
ト
、
奥
田
石

材
工
業
、
俊
幸
建
設
、
井

上
建
設
、
辻
設
備
、
澤
田

造
園
土
木
、
田
村
建
設
、

広
成
、
美
並
建
設
、
山
中

産
業
、
山
秋
庭
苑
、
澤
田

組
、
吉
岡
建
設
、
木
村
建

設
、
ナ
ッ
ク
建
設
、
福
島

工
務
店
、
西
岡
建
設
、
大

徳
工
業
、
栄
山
、
岡
部
工

務
店
、サ
ン
ワ
ク
レ
ー
ン
、

北
翔
建
設
、
坂
内
造
園
土

木
、
清
峰
工
業
、
岩
本
建

設
、
総
合
建
設
ホ
ク
ワ
、

里
脇
造
園
土
木
、
中
村
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、哲
組
、

弘
陽
建
設
、
光
輝
建
設
、

ナ
カ
オ
、
大
暖
建
設
、
翔

星
建
設
④
５
月
31
日
。

橿
原
市

　
　
（
３
月
７
日
・
見
積

徴
収
、
３
月
８
日
随
意
契

約
）

　

▼
排
水
路
整
備
工
事

（
一
町
）（
一
町
）
＝
①
栗

本
興
業
②
9６
万
円
。

　

▼
排
水
路
整
備
工
事

（
古
川
町
）（
古
川
町
）
＝

①
山
田
興
産
②
１
１
２
万

円
。西

日
本
高
速
道

路
関
西
支
社

　
　
（
１
月
２６
日
・
一
般

競
争
入
札
、
２
月
９
日
契

約
）

　

▼
阪
奈
高
速
道
路
事
務

所
管
内
（
特
定
更
新
等
）

舗
装
補
修
工
事
（
令
和
３

年
度
）（
西
名
阪
自
動
車
道

︿
大
阪
府
松
原
市
大
堀
～

天
理
市
櫟
本
町
﹀、
南
阪

奈
道
路
︿
大
阪
府
堺
市
美

原
区
丹
上
～
葛
城
市
弁
之

庄
﹀、
近
畿
自
動
車
道
、

阪
和
自
動
車
道
、
関
西
空

港
自
動
車
道
、
関
西
国
際

空
港
連
絡
橋
、
堺
泉
北
道

路
）
＝
①
大
成
ロ
テ
ッ
ク

（
大
阪
市
中
央
区
）（
評
価

値
１
１
６
・
３
９
７
）
②

1０
億
６
８
０
０
万
円
（
契

約
参
考
価
格
11
億
５
４
３

０
万
円
）
③
奥
村
組
土
木

興
業
（
辞
退
）、
Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
、
ガ
イ
ア
ー
ト
（
辞

退
）、日
本
道
路
、昭
建（
辞

退
）
④
阪
奈
高
速
道
路
事

務
所
管
内
に
お
い
て
、
切

削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
に
よ

る
舗
装
補
修
を
行
う
（
切

削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
約
７

万
４
０
０
０
平
方
㍍
、
床

版
防
水
工
約
３
万
５
０
０

０
平
方
㍍
）、
使
用
す
る

主
要
な
資
機
材
は
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
合
材
１
万
５
０
０

０
㌧
。
工
期
６
年
３
月
19

日
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

県
幹
線
街
路
整

備
事
務
所

　
　
（
３
月
３
日
・
一
般

競
争
入
札
、
３
月
1０
日
契

約
）

　

▼（
都
）西
九
条
佐
保
線

土
木
技
術
業
務
補
助
委
託

（（
仮
称
）奈
良
Ｉ
Ｃ
周
辺

整
備
補
助
街
路
事
業
（
都

づ
く
り
））８
―
２
―
Ａ
Ｇ

２
―
委
―
８
号
（
奈
良
市

法
蓮
町
︿
幹
線
街
路
整
備

事
務
所
﹀）
＝
①
シ
ー
ド

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
②
１
４

６
３
万
円
（
比
１
８
０
６

万
円
）
③
日
建
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、五
洋
設
計
、

三
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

新
土
木
開
発
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
英
晃
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、日
本
イ
ン
シ
ー
ク
、

大
阪
技
術
管
理
、エ
ハ
ラ
、

近
畿
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
Ｃ
Ｔ
Ｉ
ウ
イ
ン
グ
、

大
和
測
量
設
計
事
務
所
、

ピ
ー
エ
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
奈
良
技
研
④
土
木
技

術
業
務
補
助
１
式
。
委
託

期
間
５
年
３
月
31
日
。

　

▼
（
都
）
西
九
条
佐
保

線
土
木
技
術
業
務
補
助
委

託
（（
仮
称
）
奈
良
Ｉ
Ｃ

周
辺
整
備
補
助
街
路
事
業

（
都
づ
く
り
））
８
―
２
―

Ａ
Ｇ
２
―
委
―
９
号
（
前

同
）
＝
①
五
洋
設
計
②
１

４
６
３
万
円
（
比
１
８
０

６
万
円
）③
前
同
④
前
同
。

県
高
田
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
３
日
・
一
般

競
争
入
札
、
３
月
1８
日
契

約
予
定
）

　

▼
国
道
１
６
８
号
香
芝

王
寺
道
路
土
木
技
術
業
務

補
助
委
託
（
無
電
柱
化
推

進
事
業
（
都
づ
く
り
））

第
１
―
６
―
委
９
号
（
大

和
高
田
市
東
中
２
丁
目

︿
高
田
土
木
事
務
所
﹀）
＝

①
弘
洋
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

②
１
４
７
９
万
円
（
比
１

８
２
７
万
円
）
③
ウ
エ
ス

コ
、
日
建
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
五
洋
設
計
、
イ

ン
テ
コ
、
シ
ー
ド
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
ス
キ
ャ
ド
ロ

ン
、
第
一
建
設
設
計
、
英

晃
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
大

和
測
量
設
計
事
務
所
、
ウ

ィ
ズ
テ
ッ
ク
、
エ
ハ
ラ
、

エ
ル
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
建
設
管
理
、
奈
良
技

研
、
ア
ル
プ
ス
、
ピ
ー
エ

ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
三

和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
失

格
）、
ト
ッ
プ
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
（
失
格
）、

新
土
木
開
発
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
（
失
格
）、
近
畿
技

術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
失

格
）、ジ
ャ
パ
ッ
ク
ス
（
失

格
）
④
土
木
技
術
業
務
１

式
。
委
託
期
間
５
年
３
月

31
日
。

　

▼
国
道
１
６
８
号
香
芝

王
寺
道
路
土
木
技
術
業
務

補
助
委
託
（
無
電
柱
化
推

進
事
業
（
都
づ
く
り
））

第
１
―
６
―
委
10
号
（
前

同
）
＝
①
エ
ハ
ラ
②
１
４

７
９
万
円
（
比
１
８
２
７

万
円
）
③
ウ
エ
ス
コ
、
五

洋
設
計
、
シ
ー
ド
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
三
和
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
ト
ッ
プ
技
術

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
第
一

建
設
設
計
、
新
土
木
開
発

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
英
晃

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
大
和

測
量
設
計
事
務
所
、
近
畿

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、

エ
ル
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
建
設
管
理
、
ピ
ー
エ

ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
日

建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
失
格
）、
イ
ン
テ
コ
（
失

格
）、ウ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
（
失

格
）、ジ
ャ
パ
ッ
ク
ス
（
失

格
）
④
前
同
。

　

▼
天
理
王
寺
線
土
木
技

術
業
務
補
助
委
託
（
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
（
道
路
改
良
・
都
づ
く

り
））
第
３
―
２
―
Ａ
１

―
委
５
号
（
前
同
）
＝
①

ウ
エ
ス
コ
②
１
４
７
９
万

円
（
比
１
８
２
７
万
円
）

③
日
建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
五
洋
設
計
、
シ
ー

ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ト

ッ
プ
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
第
一
建
設
設
計
、
新

土
木
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
英
晃
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
大
和
測
量
設
計
事
務

所
、
エ
ハ
ラ
、
近
畿
技
術

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
ジ
ャ

パ
ッ
ク
ス
、
エ
ル
ク
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、建
設
管
理
、

ア
ル
プ
ス
、
ピ
ー
エ
ム
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
三
和
コ

４
年
度
部
分
供
用
へ「
下
片
岡
~
白
鳥
居
工
区
」

４
年
度
部
分
供
用
へ「
下
片
岡
~
白
鳥
居
工
区
」

　

県
宇
陀
土
木
事
務
所
が

進
め
て
い
る
一
般
県
道
宇

太
三
茶
屋
線
「
下
片
岡
～

白
鳥
居
工
区
」
の
道
路
改

良
工
事
は
、
令
和
４
年
度

内
に
延
長
１
９
０
㍍
の
部

分
供
用
を
目
指
し
て
い
る
。

　

事
業
区
間
は
、
宇
陀
市

大
宇
陀
下
片
岡
～
大
宇
陀

白
鳥
居
間
、
事
業
延
長
１

０
０
０
㍍
、
幅
員
９
・
7５

㍍
、２
車
線
の
片
側
歩
道
。

　

同
工
区
は
、
幅
員
が
狭

小
で
対
向
が
困
難
な
箇
所

が
多
く
、
早
期
の
改
良
を

目
指
し
て
整
備
を
進
め
て

い
る
。

　

現
在
、
河
川
が
道
路
拡

幅
部
分
に
食
い
込
ん
で
い

る
た
め
、
架
橋
工
事
を
施

工
中
で
、
下
部
工
事
が
完

了
、
６
月
末
メ
ド
に
上
部

工
事
を
終
え
る
見
通
し
だ
。

　

舗
装
工
事
な
ど
全
体
の

完
成
は
年
内
を
予
定
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
新
年
度
で
は
未

整
備
区
間
の
用
地
買
収
も

進
め
、
同
区
間
の
早
期
完

了
を
目
指
し
て
い
る
。

　

平
成
２9
年
４
月
に
部
分

供
用
を
行
っ
て
お
り
、
全

体
が
完
成
す
れ
ば
宇
陀
市

大
宇
陀
地
区
と
菟
田
野
地

区
及
び
東
吉
野
村
方
面
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
一
段
と
向

上
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。

新
年
度

新
年
度 

未
整
備
区
間
１
９
０
Ｍ
を
整
備

未
整
備
区
間
１
９
０
Ｍ
を
整
備

県
道
宇
太
三
茶
屋
線
促
進
へ

県
道
宇
太
三
茶
屋
線
促
進
へ

改良工事が進む「下片岡～白鳥居工区」改良工事が進む「下片岡～白鳥居工区」

県宇陀土木
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ン
サ
ル
タ
ン
ト（
失
格
）、

ス
キ
ャ
ド
ロ
ン（
失
格
）、

ウ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
（
失
格
）

④
前
同
。

　

▼
葛
下
川
土
木
技
術
業

務
補
助
委
託
（
防
災
・
安

全
社
会
資
本
整
備
交
付
金

事
業
（
広
域
河
川
））
第

５
―
２
―
委
１
号（
前
同
）

＝
①
エ
ハ
ラ
②
１
４
７
９

万
円（
比
１
８
２
７
万
円
）

③
ウ
エ
ス
コ
、
日
建
技
術

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
五
洋

設
計
、
三
和
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
サ
ン
コ
ー
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
ス
キ
ャ
ド
ロ

ン
、
ト
ッ
プ
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
新
土
木
開
発

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
英
晃

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
大
和

測
量
設
計
事
務
所
、
日
本

イ
ン
シ
ー
ク
、
三
井
共
同

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

近
畿
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
ジ
ャ
パ
ッ
ク
ス
、
奈

良
技
研
、
国
土
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、ア
ル
プ
ス
、

ピ
ー
エ
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
イ
ン
テ
コ
（
失
格
）

④
前
同
。

　

▼
穴
闇
歩
道
橋
土
木
技

術
業
務
補
助
委
託
（
道
路

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
（
地

方
道
大
型
構
造
物
補
修
））

第
５
―
Ｂ
―
３
―
委
４
号

（
前
同
）
＝
①
関
西
エ
ン

ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
②
１
４
７

９
万
円
（
比
１
８
２
７
万

円
）
③
ウ
エ
ス
コ
、
五
洋

設
計
、
シ
ー
ド
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
三
和
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
サ
ン
コ
ー
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
ト
ッ
プ
技

術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
新

土
木
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
大
和
測
量
設
計
事
務

所
、
日
本
イ
ン
シ
ー
ク
、

ウ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
、エ
ハ
ラ
、

ジ
ャ
パ
ッ
ク
ス
、
建
設
管

理
、
奈
良
技
研
、
弘
洋
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
ピ
ー
エ

ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
日

建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
失
格
）
④
前
同
。

　

▼
小
金
打
川
土
木
技
術

業
務
補
助
委
託
（
大
規
模

特
定
河
川
事
業
（
河
道
掘

削
））
第
13
―
１
―
１
―

委
３
号
（
前
同
）
＝
①
日

本
イ
ン
シ
ー
ク
②
１
４
７

９
万
円
（
比
１
８
２
７
万

円
）
③
ウ
エ
ス
コ
、
日
建

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

五
洋
設
計
、
イ
ン
テ
コ
、

サ
ン
コ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
ス
キ
ャ
ド
ロ
ン
、
ト

ッ
プ
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
新
土
木
開
発
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
英
晃
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
大
和
測
量
設

計
事
務
所
、
エ
ハ
ラ
、
近

畿
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
ジ
ャ
パ
ッ
ク
ス
、
奈

良
技
研
、
国
土
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、ア
ル
プ
ス
、

ピ
ー
エ
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
三
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
（
失
格
）
④
前
同
。

県
五
條
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
１
日
・
指
名

競
争
入
札
、
３
月
1０
日
契

約
）

　

▼
一
般
国
道
１
６
８
号

阪
本
工
区
（
仮
称
）
阪
本

ト
ン
ネ
ル
南
坑
口
法
面
対

策
詳
細
設
計
業
務
委
託

（
地
域
連
携
道
路
事
業（
都

づ
く
り
））
１
―
３
―
委

11
号
（
五
條
市
大
塔
町
小

代
）
＝
①
オ
リ
エ
ン
タ
ル

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
②
５
０

４
万
円（
比
６
２
７
万
円
）

③
基
礎
地
盤
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
、建
設
技
術
研
究
所
、

中
央
開
発
、
大
日
本
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、日
本
工
営
、

ウ
エ
ス
コ
、
サ
ン
コ
ー
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ダ
イ
ヤ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
セ
ン

ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ
ク
、

国
際
航
業
（
辞
退
）、
八

千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ

（
辞
退
）、
エ
イ
ト
日
本
技

術
開
発
（
辞
退
）、
復
建

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
辞
退
）
④
８
月
31
日
。

県
中
和
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
３
日
・
一
般

競
争
入
札
、
３
月
1０
日
契

約
）

　

▼
（
都
）
畝
傍
駅
前
通

り
線
現
場
技
術
業
務
委
託

（
無
電
柱
化
（
街
路
）（
都

づ
く
り
））
１
―
Ｇ
６
―

委
―
９
号
（
橿
原
市
常
盤

町
︿
中
和
土
木
事
務
所
﹀

等
）
＝
①
ウ
ィ
ズ
テ
ッ
ク

②
１
４
５
８
万
円
（
比
１

８
０
１
万
円
）
③
ウ
エ
ス

コ
、
日
建
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
五
洋
設
計
、
イ

ン
テ
コ
、
シ
ー
ド
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
三
和
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
ト
ッ
プ
技
術

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
第
一

建
設
設
計
、
英
晃
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
大
和
測
量
設

計
事
務
所
、
日
本
イ
ン
シ

ー
ク
、
エ
ハ
ラ
、
エ
ル
ク

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建
設

管
理
、
ピ
ー
エ
ム
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
奈
良
技
研
④

現
場
技
術
業
務
１
式
。
委

託
期
間
５
年
３
月
31
日
。

　

▼
桜
井
吉
野
線
現
場
技

術
業
務
委
託
（
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
（
道
路
改

良
・
都
づ
く
り
））
４
―

10
―
Ａ
５
―
委
―
７
号

（
前
同
）
＝
①
オ
リ
エ
ン

タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
②

１
４
５
８
万
円
（
比
１
８

０
１
万
円
）③
ウ
エ
ス
コ
、

日
建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
五
洋
設
計
、
シ
ー
ド

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
三
和

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
か
ん

こ
う
、
ト
ッ
プ
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
ウ
ィ
ズ
テ

ッ
ク
、
大
阪
技
術
管
理
、

東
洋
技
研
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
千
代
田
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
建
設
管
理
、
弘
洋

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
ピ
ー

エ
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

奈
良
技
研
④
前
同
。

近
畿
地
方
整
備

局
紀
伊
山
系
砂

防
事
務
所

　
　
（
３
月
３
日
・
簡
易

公
募
型
競
争
入
札
）

　

▼
三
本
松
第
４
堰
堤
工

事
用
道
路
他
設
計
業
務

（
宇
陀
市
）
＝
①
日
本
工

営
②
２
５
８
６
万
円
（
予

３
２
６
５
万
円
）
③
日
本

工
営
の
み
④
道
路
詳
細
設

計
１
・
２２
㌔
㍍
、
道
路
詳

細
設
計
０
・
０２
㌔
㍍
、
渓

流
保
全
工
詳
細
設
計
設
計

（
遊
砂
地
）、測
量
業
務（
応

用
測
量
︿
路
線
測
量
﹀
１
・

２２
㌔
㍍
）、地
質
調
査
（
機

械
ボ
ー
リ
ン
グ
１
式
、
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
及
び
原
位

置
試
験
１
式
、
総
合
解
析

１
式
）。
委
託
期
間
５
年

２
月
２８
日
。

公告・公示情報
（工 事）

公告・公示情報
（工 事）

①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

近
畿
中
国
森
林
管
理

局
奈
良
森
林
管
理
事

務
所
（
施
工
体
制
確

認
型
総
合
評
価
落
札

方
式
〈
簡
易
型
〉
一

般
競
争
入
札
〈
電
子

入
札
〉
３
月
９
日
公

告
）

　

▽
五
百
瀬
１
号
地
山
腹

工
事（
十
津
川
村
五
百
瀬
）

＝
①
技
術
提
案
書
、
申
請

書
及
び
確
認
資
料
の
提
出

３
月
２４
日
ま
で
（
入
札
書

の
提
出
期
間
４
月
19
日
～

２２
日
９
時
3０
分
）
②
４
月

２２
日
③
一
般
競
争
参
加
資

格
の
土
木
１
式
工
事
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
等
級
の
認
定
を
受

け
て
い
る
こ
と
。
建
設
業

法
に
基
づ
く
「
土
木
工
事

業
」
の
許
可
を
受
け
て
い

る
本
店
、
支
店
ま
た
は
営

業
所
が
、
県
内
ま
た
は
、

大
阪
府
内
、
京
都
府
内
、

三
重
県
内
、
和
歌
山
県
内

に
所
在
す
る
こ
と
。ま
た
、

Ｊ
Ｖ
と
し
て
申
請
書
、
確

認
資
料
及
び
技
術
提
案
書

を
提
出
す
る
場
合
は
、
有

資
格
者
名
簿
に
記
載
さ
れ

て
い
る
Ｊ
Ｖ
の
本
店
所
在

地
が
、
同
区
域
内
で
あ
る

こ
と
―
な
ど
④
図
書
及
び

仕
様
書
の
と
お
り
。
委
託

期
間
５
年
３
月
1０
日
⑤
労

務
単
価
の
適
用
。
技
術
提

案
資
料
等
の
簡
素
化
対

象
。
施
工
困
難
工
事
。
週

休
２
日
を
促
進
す
る
試
行

（
発
注
者
指
定
方
式
）。
建

設
リ
サ
イ
ク
ル
法
適
用
。

　

▽
野
尻
山
腹
工
事
（
十

津
川
村
野
尻
）
＝
①
技
術

提
案
書
、
申
請
書
及
び
確

認
資
料
の
提
出
３
月
２４
日

ま
で
（
入
札
書
の
提
出
期

間
４
月
19
日
～
２２
日
1０
時

3０
分
）
②
前
同
③
一
般
競

争
参
加
資
格
の
土
木
１
式

工
事
Ａ
、
Ｂ
等
級
の
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
。
建

設
業
法
に
基
づ
く
「
土
木

工
事
業
」
の
許
可
を
受
け

て
い
る
本
店
、
支
店
ま
た

は
営
業
所
が
、
近
畿
中
国

森
林
管
理
局
管
内
に
所
在

す
る
こ
と
。
ま
た
、
Ｊ
Ｖ

と
し
て
申
請
書
、
確
認
資

料
及
び
技
術
提
案
書
を
提

出
す
る
場
合
は
、
有
資
格

者
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い

る
Ｊ
Ｖ
の
本
店
所
在
地

が
、
同
区
域
内
で
あ
る
こ

と
―
な
ど
④
前
同
⑤
労
務

単
価
の
適
用
。
技
術
提
案

資
料
等
の
簡
素
化
対
象
。

施
工
困
難
工
事
。
週
休
２

日
を
促
進
す
る
試
行
（
発

注
者
指
定
方
式
）。
建
設

リ
サ
イ
ク
ル
法
適
用
。
特

別
重
点
調
査
の
適
用
。

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
ヘ
リ
ポ
ー
ト
管
理

事
務
所
（
一
般
競
争

入
札
〈
電
子
入
札
〉

３
月
９
日
公
告
）

　

▽
奈
良
県
ヘ
リ
ポ
ー
ト

管
理
事
務
所
庁
舎
及
び
奈

良
県
防
災
航
空
隊
庁
舎
の

清
掃
等
業
務
委
託
（
清
掃

業
務
:
奈
良
市
矢
田
原
町

２
４
４
６
番
地
︿
県
ヘ
リ

ポ
ー
ト
管
理
事
務
所
庁

舎
﹀、
矢
田
原
町
２
４
５

０
番
地
︿
県
防
災
航
空
隊

庁
舎
﹀、
貯
水
槽
清
掃
検

査
業
務
:
奈
良
市
矢
田
原

町
２
４
５
０
番
地
︿
県
防

災
航
空
隊
庁
舎
﹀）
＝
①

入
札
参
加
資
格
確
認
申
請

３
月
1８
日
正
午
ま
で
（
入

札
書
の
提
出
３
月
２５
日
正

午
ま
で
）
②
３
月
２５
日
③

県
の
「
物
品
購
入
等
に
係

る
競
争
入
札
の
参
加
資
格

等
に
関
す
る
規
程
」
に
基

づ
く
競
争
入
札
参
加
資
格

者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

て
か
つ
営
業
種
目
に
営
業

種
目
コ
ー
ド
Ｑ
１
（
建
物

管
理
）小
分
類
①
床
清
掃
、

②
ガ
ラ
ス
清
掃
、
③
貯
水

槽
清
掃
で
登
録
さ
れ
て
い

る
者
、
本
社
・
支
社
・
営

業
所
等
の
い
ず
れ
か
の
所

在
地
が
県
内
で
登
録
さ
れ

て
い
る
者
―
な
ど
④
仕
様

書
の
と
お
り
。
委
託
期
間

５
年
３
月
31
日
。

近
畿
地
方
整
備
局
大

和
川
河
川
事
務
所

（
総
合
評
価
落
札
方

式
簡
易
公
募
型
競
争

入
札
〈
電
子
入
札
〉

３
月
11
日
公
示
）

　

▽
大
和
川
管
内
土
地
関

係
用
地
調
査
点
検
等
技
術

業
務
（
大
阪
市
住
之
江
区

～
奈
良
市
）
＝
①
参
加
表

明
書
の
提
出
期
限
３
月
1８

日
正
午
（
技
術
提
案
書
の

提
出
期
限
４
月
1５
日
正

午
、
入
札
書
の
提
出
期
限

５
月
1０
日
正
午
）
②
５
月

11
日
③
単
体
企
業
、
同
一

の
組
合
の
い
ず
れ
か
。
補

償
関
係
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
に
係
る
一
般
競
争

（
指
名
競
争
）
参
加
資
格

の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ

と
―
な
ど
④
河
川
事
業
に

必
要
な
土
地
等
の
取
得
等

に
関
す
る
業
務
の
う
ち
、

　

青
果
卸
小
売
業
を
は
じ
め
、
店

舗
経
営
、
洋
菓
子
製
造
な
ど
幅
広

く
事
業
展
開
す
る
ベ
ジ
フ
ル
バ
リ

エ
（
桜
井
市
安
倍
木
材
団
地
１
丁

目
1４
―
６
、
西
岡
良
文
社
長
）
は

か
ね
て
よ
り
、
同
市
に
事
務
所
兼

食
品
加
工
工
場
の
建
設
計
画
を
進

め
て
い
た
が
こ
の
ほ
ど
、
崎
山
組

（
橿
原
市
）の
施
工
で
着
工
し
た
。

　

計
画
に
よ
る
と
、
県
道
1５
号
桜

井
明
日
香
吉
野
線
沿
い
の
同
市
大

字
生
田
９
５
２
番
地
他
、
敷
地
面

積
６
７
８
８
平
方
㍍
、
建
築
面
積

２
７
５
７
・
３
平
方
㍍
、
延
床
面

積
３
５
５
２
・
６3
平
方
㍍
、
鉄
骨

造
２
階
建
て
の
食
品
加
工
工
場

（
事
務
所
兼
）
を
建
設
す
る
。

　

完
成
は
９
月
末
日
を
予
定
し
て

お
り
、
1０
月
に
事
務
所
を
移
転
す

る
と
と
も
に
、
工
場
を
稼
働
さ
せ

る
予
定
だ
。

桜
井
市
に
食
品
加
工
工
場
建
設

桜
井
市
に
食
品
加
工
工
場
建
設

崎
山
組
の
施
工
で
着
工

崎
山
組
の
施
工
で
着
工

食品加工工場の建設予定地食品加工工場の建設予定地

令
和
４
年
９
月
末
の
完
成
予
定

令
和
４
年
９
月
末
の
完
成
予
定

果物屋「もんちっち」果物屋「もんちっち」

土
地
調
査
、
点
検
・
調
整

確
認
、
資
料
作
成
等
。
委

託
期
間
５
年
２
月
２８
日
⑤

事
務
集
中
化
対
象
。
予
定

価
格
が
５
０
０
万
円
を
超

え
る
場
合
は
技
術
提
案
の

履
行
確
実
性
評
価
試
行
。

　

▽
大
和
川
管
内
物
件
関

係
用
地
調
査
点
検
等
技
術

業
務
（
前
同
）
＝
①
前
同

②
前
同
③
前
同
④
河
川
事

業
に
必
要
な
土
地
等
の
取

得
等
に
関
す
る
業
務
の
う

ち
、
建
物
等
の
調
査
、
再

算
定
、点
検
・
調
整
確
認
、

資
料
等
作
成
、
事
後
調
査

等
。
委
託
期
間
前
同
⑤
前

同
。調査・測量・設計

建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

御
所
市
水
道
局

　
　
（
３
月
２２
日
・
指
名

競
争
入
札︿
郵
便
入
札
﹀）

　

▽
量
水
器
バ
ー
タ
ー
交

換
御
水
業
物
第
１
号
（
水

道
局
内
倉
庫
）
＝
指
名
は

阪
神
計
器
製
作
所
、
ニ
ッ

コ
ク
、
柏
原
計
器
工
業
、

愛
知
時
計
電
機
、
東
洋
計

器
の
５
者
。
予
定
価
格
事

後
公
表
。

日鉄神鋼建材㈱

建 設 新 報 （第三種郵便物認可）（５） 2022年（令和４年）３月15日（火）



受注調査結果（1月）

1. 発注者別1. 発注者別 ２. 国内受注・地域ブロック別２. 国内受注・地域ブロック別

宮崎室長による講義が行われた＝奈良国立博物館講堂宮崎室長による講義が行われた＝奈良国立博物館講堂

上嶋塾長上嶋塾長

宮崎室長宮崎室長 前川主任前川主任

JIA文化財
修 復 塾

歴
史
的
風
致
と
の
共
存
探
る

歴
史
的
風
致
と
の
共
存
探
る

奈
良
公
園
周
辺　

近
代
・
近
現
代　

建
築
巡
り

奈
良
公
園
周
辺　

近
代
・
近
現
代　

建
築
巡
り

　

日
本
建
築
家
協
会
・
Ｊ

Ｉ
Ａ
文
化
財
修
復
塾
（
上

嶋
晴
久
塾
長
）・
近
畿
支

部
奈
良
地
域
会
ほ
か
主
催

の
「
奈
良
公
園
周
辺
近

代
・
近
現
代
建
築
巡
り
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
現
地
講

座
が
２
月
２６
日
開
催
さ
れ
、

建
築
家
や
近
代
建
築
フ
ァ

ン
ら
31
人
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
奈
良
公
園
周

辺
に
明
治
以
降
に
建
て
ら

れ
た
、
近
代
化
遺
産
建
築

物
や
近
現
代
建
築
物
な
ど

が
、
歴
史
的
風
致
と
ど
の

よ
う
に
共
存
し
て
い
る
の

か
を
、
講
師
が
案
内
し
、

歩
き
巡
っ
た
。
講
師
に
は

国
立
文
化
財
機
構
文
化
財

防
災
セ
ン
タ
ー
の
前
川
歩

主
任
研
究
員
と
奈
良
国
立

博
物
館
学
芸
部
情
報
サ
ー

ビ
ス
室
の
宮
崎
幹
子
室

長
、
主
催
者
の
上
嶋
塾
長

の
３
人
が
務
め
た
。ま
た
、

奈
良
国
立
博
物
館
講
堂
で

は
宮
崎
室
長
に
よ
る
講
義

も
行
わ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
の
取
材
で

は
、
旧
帝
国
奈
良
博
物
館

本
館
（
現
・
奈
良
国
立
博

物
館
な
ら
仏
像
館
）
と
奈

良
国
立
博
物
館（
東
新
館
・

西
新
館
）
を
見
学
後
、
宮

崎
室
長
が
講
義
。
仏
像
館

の
構
造
、
デ
ザ
イ
ン
、
歴

史
的
意
義
を
説
明
し
た
上

で
、「
文
化
財
保
護
の
歴

史
と
の
関
係
の
中
で
、
博

物
館
と
い
う
新
し
い
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ
を
作
る

苦
労
が
見
え
て
く
る
。
耐

震
や
採
光
、
雨
漏
り
な
ど

の
課
題
と
直
面
し
つ
つ
、

解
決
策
を
探
っ
て
い
っ
た

よ
う
だ
。
ま
た
、
奈
良
の

景
観
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
い
う
反
動
か
ら
、
近
代

和
風
建
築
が
生
ま
れ
た
」

な
ど
と
解
説
し
た
。

　

旧
奈
良
県
物
産
陳
列
所

（
現
・
奈
良
国
立
博
物
館

仏
教
美
術
資
料
研
究
セ
ン

タ
ー
）
で
は
、「
細
部
に

日
本
の
伝
統
的
な
建
築
様

式
を
取
り
入
れ
る
一
方
、

窓
に
は
イ
ス
ラ
ム
風
の
意

匠
も
見
ら
れ
る
。
見
せ
る

耐
震
補
強
も
特
徴
の
一

つ
」
と
解
説
し
た
。

　

そ
の
他
、
各
施
設
の
概

要
、
歴
史
、
特
徴
等
み
ど

こ
ろ
を
前
川
主
任
と
上
嶋

塾
長
が
解
説
。
最
後
は
、

平
成
２
年
に
「
記
念
館
」

と
名
称
を
改
め
、
平
成
６

年
に
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
奈
良
女
子
大

学
記
念
館
正
門
で
締
め
く

く
り
、
有
意
義
な
建
築
巡

り
の
現
地
講
座
を
終
え
た
。

　

当
日
の
巡
回
コ
ー
ス
は

次
の
と
お
り
。

　

午
前
▽
近
鉄
奈
良
駅
▽

日
本
聖
公
会
奈
良
基
督
教

会
▽
南
都
銀
行
本
店
▽
興

福
寺
中
金
堂
▽
中
川
政
七

商
店
鹿
猿
狐
ビ
ル
ヂ
ン

グ
▽
奈
良
ホ
テ
ル
▽
ふ
ふ

奈
良
、
瑜
伽
山
園
地
―
。

　

午
後
▽
奈
良
国
立
博
物

館
▽
仏
教
美
術
資
料
研
究

セ
ン
タ
ー
▽
奈
良
春
日
野

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
▽
東
大

寺
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▽

依
水
園
寧
楽
美
術
館
▽

奈
良
県
庁
▽
奈
良
女
子
大

学
本
館
―
。

生
き
た
建
築
に
触
れ
︑魅
力
を
体
感

生
き
た
建
築
に
触
れ
︑魅
力
を
体
感

仏教美術資料研究センターを巡る様子仏教美術資料研究センターを巡る様子大勢の近代建築ファンが集まった大勢の近代建築ファンが集まった

　

日
本
建
設
業
連
合
会

は
、
会
員
企
業
9５
社
の
１

月
分
の
受
注
調
査
結
果
を

ま
と
め
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
国
内
受

注
は
１
兆
１
４
１
０
億
円

で
前
年
同
期
比
７
・
０
％

日 建 連

１
月　

近
畿
は
５
・７
％
増

１
月　

近
畿
は
５
・７
％
増

建
設
受
注
１
兆
１
９
０
０
億
円

建
設
受
注
１
兆
１
９
０
０
億
円

増
と
な
っ
た
。
う
ち
民
間

は
８
０
３
０
億
円
で
２7
・

６
％
の
増
、
官
公
庁
は
３

３
６
０
億
円
（
国
の
機
関

２
２
６
０
億
円
、
地
方
の

機
関
１
１
０
０
億
円
）
の

２3
・
２
％
の
減
。
海
外
を

含
め
た
総
計
は
１
兆
１
９

０
０
億
円
と
な
っ
た
。
地

域
別
で
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
は
１
８
４
０
億
円
の

５
・
７
％
増
と
な
っ
た
。
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県道桜井明日香吉野線沿いの出店予定地県道桜井明日香吉野線沿いの出店予定地

県
産
業
振
興
総
合
Ｃ

大店法届出を受理大店法届出を受理
ドラッグコスモス安倍木材団地店ドラッグコスモス安倍木材団地店

　

奈
良
県
産
業
・
観
光
・

雇
用
振
興
部
は
、
コ
ス
モ

ス
薬
品
（
福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
東
２
丁
目
1０
番
１

号
）
か
ら
「（
仮
称
）
ド

ラ
ッ
グ
コ
ス
モ
ス
安
倍
木

材
団
地
店
」
に
係
る
大
規

模
小
売
店
舗
立
地
法
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

大
規
模
小
売
店
舗
新
設
の

届
出
を
２
月
1０
日
に
受
け

た
こ
と
か
ら
、
７
月
４
日

ま
で
産
業
振
興
総
合
セ
ン

タ
ー
及
び
桜
井
市
ま
ち
づ

く
り
部
商
工
振
興
課
で
届

出
と
添
付
書
類
を
縦
覧
に

供
す
る
と
と
も
に
、
産
業

振
興
総
合
セ
ン
タ
ー
で
意

見
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　

同
店
は
、
桜
井
市
安
倍

木
材
団
地
１
丁
目
1４
番
６

の
敷
地
面
積
４
４
５
２
平

７
月
４
日
ま
で
意
見
受
付

店
舗
新
設
予
定
10
月
11
日

方
㍍
に
計
画
。
国
道
１
６

５
号
阿
部
交
差
点
の
南
、

県
道
桜
井
明
日
香
吉
野
線

に
面
し
て
い
る
。
1０
月
11

日
に
新
設
予
定
で
、
コ
ス

モ
ス
薬
品
が
医
薬
品
等
の

小
売
を
行
う
。

　

規
模
は
Ｓ
造
平
屋
建
延

べ
面
積
１
８
９
５
平
方
㍍

（
店
舗
面
積
１
５
３
１
平

方
㍍
、
そ
の
他
３
６
４
平

方
㍍
）。駐
車
場（
県
道
側
。

平
面
自
走
式
）
7０
台
（
来

客
用
６０
台
、
従
業
員
用
1０

台
）
で
出
入
口
２
ヵ
所
、

駐
輪
場
２０
台
、
荷
捌
き
施

設
3２
平
方
㍍
、
廃
棄
物
等

保
管
施
設
13
・
５
立
方
㍍
。

敷
地
境
界
沿
い
に
敷
地
の

約
３
％
に
当
た
る
約
１
４

２
平
方
㍍
の
緑
地
を
確
保

す
る
。

（
吹
上
）

一
般
会
計
約
１
６
５
億
円

一
般
会
計
約
１
６
５
億
円

新
庄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
改
修
な
ど

新
庄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
改
修
な
ど

４
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

４
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

葛 城 市
　

葛
城
市
の
令
和
４
年
度

当
初
予
算
案
の
一
般
会
計

１
６
４
億
８
４
０
０
万
円

（
４
・
９
％
増
）、
特
別
会

計
８3
億
２
７
２
０
万
円

（
２
・
４
％
増
）、
水
道
事

業
会
計
11
億
６
７
２
３
万

２
０
０
０
円
（
７
・
４
％

増
）、
下
水
道
事
業
会
計

２０
億
９
８
１
７
万
９
０
０

０
円
（
０
・
６
％
減
）。

　

一
般
会
計
の
う
ち
普
通

建
設
事
業
費
は
17
億
１
３

０
１
万
５
０
０
０
円

（
19
・
５
％
増
）。
尺
土
駅

前
周
辺
整
備
、
新
庄
中
学

校
南
東
部
擁
壁
改
修
工

事
、
新
庄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
耐
震
改
修
工
事
及
び

屋
根
改
修
工
事
、
白
鳳
中

学
校
南
棟
長
寿
命
化
改
修

工
事
な
ど
を
計
上
し
て
い

る
。
建
設
関
係
の
主
な
事

業
（
▼
は
新
規
）
は
次
の

通
り
（
単
位
千
円
）。

　
︻
総
務
費
︼

　

▼
新
庄
庁
舎
和
室
会
議

室
改
修
工
事
（
９
、
７
０

３
）。

　

▼
當
麻
庁
舎
除
却
＝
①

工
事（
２
４
８
、２
１
５
）

②
工
事
監
理
（
４
、
７
９

６
）。

　

▼
公
共
施
設
複
合
化
検

討
支
援
（
４
、
９
５
０
）

＝
當
麻
庁
舎
周
辺
施
設
複

合
化
の
検
討
。

　

▽
交
通
安
全
施
設
整
備

事
業
（
１
７
、
６
５
４
）

＝
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
６7
ヵ

所
、
防
護
柵
（
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
等
）
１
６
９
㍍
、
区

画
線
７
０
０
０
㍍
、
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
２
５
０
０

㍍
、デ
リ
ネ
ー
タ
ー
他（
通

学
路
対
策
）。

　

▽
街
灯
等
整
備
事
業
＝

①
補
助
金（
２
、５
０
０
）

②
市
設
置
分
（
１
、
０
０

０
）。

　
︻
民
生
費
︼

　

▼
保
育
所
等
整
備
事
業

（
９
６
、
１
０
０
）
＝
民

設
民
営
に
よ
る
認
定
こ
ど

も
園
整
備
に
要
す
る
経
費

へ
の
一
部
補
助
金
。

　
︻
衛
生
費
︼

　

▼
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
外
壁
改
修
工
事
設
計

（
５
、
３
９
０
）。

　

▼
火
葬
場
屋
上
防
水
工

事
（
４
、
９
９
４
）。

　
︻
農
林
商
工
費
︼

　

▽
土
地
改
良
事
業
＝
①

測
量
設
計
業
務
委
託
料

（
１
、
０
０
０
）
農
業
用

施
設
維
持
補
修
測
量
設
計

②
工
事
請
負
費
（
３
、
８

０
０
）
農
業
用
施
設
維
持

補
修
な
ど
。

　

▽
団
体
営
土
地
改
良
事

業
＝
①
測
量
設
計
業
務
委

託
料
（
１
１
、
６
５
０
）

葛
木
北
水
路
改
修
工
事
に

伴
う
測
量
設
計
１
ヵ
所
、

瓦
堂
池
改
修
工
事
に
伴
う

測
量
設
計
１
ヵ
所
、
笛
堂

池
水
門
整
備
工
事
に
伴
う

測
量
設
計
１
ヵ
所
、
勝
根

池
耐
震
性
設
計
１
ヵ
所
、

た
め
池
劣
化
状
況
調
査
１

ヵ
所
②
工
事
請
負
費
（
３

０
、
６
５
０
）
葛
木
北
水

路
改
修
工
事
１
ヵ
所
、
瓦

堂
池
改
修
工
事
１
ヵ
所
、

笛
堂
池
水
門
整
備
工
事
１

ヵ
所
、
農
道
八
川
１
号
線

舗
装
工
事
２
１
０
０
平
方

㍍
な
ど
。

　

▽
林
道
等
整
備
事
業

（
２
、
６
０
０
）。

　

▼
綿
弓
広
場
竹
垣
改
修

工
事
（
２
、
０
６
８
）。

　
︻
土
木
費
︼

　

▽
市
道
管
理
事
業
＝
①

道
路
維
持
工
事
等（
３
６
、

１
６
０
）
②
測
量
設
計
等

委
託
料
（
６
、
０
０
０
）

③
そ
の
他（
３
、５
２
５
）。

　

▽
市
道
新
設
改
良
事
業

＝
①
道
路
改
良
工
事
等

（
１
１
５
、
７
５
０
）
竹

内
街
道
水
路
改
修
１
０
０

㍍
、
中
戸
１
号
線
水
路
改

修
１
０
０
㍍
、
脇
田
４
号

線
水
路
改
修
１
０
０
㍍
、

尺
土
池
西
線
水
路
改
修
１

２
５
㍍
、
八
川
・
日
立
団

地
南
線
水
路
改
修
1０
㍍
②

測
量
設
計
等
委
託
料
（
１

１
、
０
０
０
）
③
用
地
購

入
費
・
補
償
費
（
１
、
９

０
０
）
④
集
落
環
境
整
備

事
業
補
助
金
（
４
、
０
０

０
）
⑤
そ
の
他
（
８
、
２

８
１
）。

　

▽
尺
土
駅
前
周
辺
整
備

事
業（
１
６
４
、２
０
１
）

＝
市
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
の
重
点
施
策
と
し
て
市

の
玄
関
口
で
も
あ
る
近
鉄

尺
土
駅
を
中
心
に
道
路
改

良
や
駅
前
広
場
・
立
体
横

断
施
設
・
地
下
通
路
等
の

整
備
を
行
う
①
工
事
委
託

料
（
１
０
０
、
０
０
０
）

駅
舎
南
側
改
修
工
事
②
工

事
請
負
費
（
５
７
、
５
０

０
）
③
測
量
設
計
等
委
託

料
（
４
、
０
０
０
）
④
そ

の
他
（
２
、
７
０
１
）。

　

▽
国
鉄
・
坊
城
線
整
備

事
業
（
５
３
、
８
４
７
）

＝
市
を
東
西
に
結
ぶ
幹
線

道
路
と
し
て
国
道
２４
号
線

の
渋
滞
緩
和
や
ア
ク
セ
ス

向
上
、
ま
た
災
害
時
の
避

難
経
路
の
確
保
や
生
活
の

利
便
向
上
を
図
る
①
測
量

設
計
等
委
託
料
（
１
４
、

３
５
０
）
②
工
事
請
負
費

（
２
５
、
０
０
０
）
③
用

地
購
入
費
・
補
償
費（
２
、

５
０
５
）
④
そ
の
他
（
１

１
、
９
９
２
）。

　

▽
社
会
資
本
道
路
改
良

事
業
（
７
５
、
３
３
０
）

＝
社
会
資
本
の
整
備
等
の

取
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ

り
交
通
の
安
全
確
保
・
円

滑
化
と
経
済
基
盤
の
強
化

や
生
活
環
境
の
保
全
と
都

市
環
境
の
改
善
及
び
住
生

活
の
安
全
確
保
及
び
向
上

を
図
る
①
測
量
設
計
等
委

託
料
（
１
６
、
３
０
０
）

新
町
・
柳
原
線（
２
工
区
）

橋
梁
予
備
設
計
、
兵
家
・

南
今
市
線
、（
仮
称
）
辨

之
庄
・
木
戸
線
②
工
事
請

負
費
（
５
７
、
５
０
０
）

新
町
・
柳
原
線
③
そ
の
他

（
１
、
５
３
０
）。

　

▽
地
域
連
携
推
進
事
業

（
７
４
、
７
５
０
）
＝
道

路
橋
・
横
断
歩
道
橋
等
の

補
修
等
①
測
量
設
計
等
委

託
料
（
１
１
、
５
０
０
）

②
工
事
請
負
費
（
６
３
、

２
５
０
）。

　

▽
河
川
管
理
事
業
＝
た

め
池
貯
留
浸
透
事
業
（
１

１
、
６
２
７
）、
緊
急
浚

渫
推
進
事
業
（
３
８
、
０

０
０
）
な
ど
。

　

▽
都
市
計
画
施
設
管
理

事
業
（
８
、
８
１
７
）。

　

▽
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
助
金
（
５
７
５
、
１

６
１
）。

　

▽
葛
城
山
麓
公
園
管
理

運
営
事
業
（
１
３
、
０
０

７
）
＝
フ
ェ
ン
ス
設
置
工

事
な
ど
。

　

▽
都
市
公
園
管
理
事
業

（
１
１
、
０
６
７
）。

　

▽
公
園
施
設
長
寿
命
化

対
策
支
援
事
業
工
事
請
負

費
（
５
、
０
０
０
）
＝
新

規
に
屋
敷
山
公
園
の
園
路

更
新
に
伴
う
測
量
設
計
。

　

▼
二
上
山
ふ
る
さ
と
公

園
ト
イ
レ
改
修
＝
設
計
委

託
料
（
１
、
０
０
０
）、

工
事
（
８
、
０
４
１
）。

　

▽
屋
敷
山
公
園
管
理
運

営
事
業（
１
４
、８
０
３
）。

　

▽
新
町
公
園
管
理
運
営

事
業
（
３
２
、９
２
９
）。

　

▽
吸
収
源
対
策
公
園
緑

地
事
業（
５
２
、８
６
９
）

＝
し
あ
わ
せ
の
森
公
園
彩

り
植
栽
工
事
、
太
田
公
園

整
備
工
事
、
南
花
内
公
園

整
備
工
事
。

　

▽
市
営
住
宅
管
理
事
業

（
１
３
、
２
３
０
）。

　
︻
消
防
費
︼

　

▽
消
防
施
設
整
備
事
業

（
４
、
０
７
２
）。

　

▽
民
間
建
築
物
耐
震
改

修
促
進
事
業
（
４
、
４
０

０
）。

　
︻
教
育
費
︼

　

▽
小
学
校
管
理
事
業

（
３
２
、
２
３
５
）。

　

▽
中
学
校
管
理
事
業

（
２
８
０
、
７
３
８
）
＝

新
規
に
新
庄
中
学
校
南
東

部
擁
壁
改
修
工
事
と
運
動

場
北
側
擁
壁
改
修
設
計
、

白
鳳
中
学
校
南
棟
長
寿
命

化
改
修
工
事
。

　

▽
幼
稚
園
管
理
事
業

（
１
１
、
９
０
８
）。

　

▽
公
民
館
分
館
等
施
設

整
備
補
助（
８
、０
０
０
）。

　

▼
新
庄
文
化
会
館
防
火

一般会計、特別会計、企業会計予算額総括表

シ
ャ
ッ
タ
ー
危
害
防
止
装

置
取
付
工
事
（
４
、
７
３

８
）。

　

▼
歴
史
博
物
館
空
調
設

備
改
修
工
事
（
６
、
６
０

０
）。

　

▼
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
格
技
室
壁
等
改
修
工

事
（
４
、
２
９
９
）。

　

▼
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
改
修
工
事

（
２
１
、
０
１
９
）。

　

▼
新
庄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
耐
震
改
修
工
事
及
び

屋
根
改
修
工
事（
１
８
８
、

１
０
０
）
と
工
事
監
理

（
７
、
９
２
０
）。

　

▼
新
庄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
改
修
工
事

（
２
、
２
７
５
）。

　
︻
災
害
復
旧
費
︼

　

▽
治
山
施
設
（
２
、
０

０
０
）。

　

▽
農
業（
８
、０
０
０
）。

　

▽
公
共
土
木
施
設
（
１

０
、
０
０
０
）。

　

▽
社
会
福
祉
施
設（
５
、

０
０
０
）。

　

▽
学
校
教
育
施
設
等

（
５
、
０
０
０
）。

　
︻
水
道
事
業
会
計
︼

　

▽
浄
水
設
備
工
事
（
１

４
４
、
８
０
０
）。

　

▽
配
水
設
備
＝
配
水
管

新
設
・
布
設
替
工
事
（
１

６
１
、
５
０
０
）、
舗
装

復
旧
工
事
（
６
１
、
７
５

０
）。

　
︻
下
水
道
特
別
会
計
︼

　

▽
公
共
下
水
道
管
渠
整

備
事
業
＝
工
事
請
負
費

（
６
５
、９
４
６
）
な
ど
。

　

▽
流
域
下
水
道
建
設
負

担
金
（
２
４
、１
４
８
）。
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://shinpou-nara.com

）

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録
で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は



小
学
校
２
校
の
維
持
を
目
標
に

小
学
校
２
校
の
維
持
を
目
標
に

　

上
牧
町
は
「
上
牧
町
学

校
適
正
化
基
本
計
画
（
素

案
）」
に
対
す
る
意
見
募

集
の
結
果
及
び
町
の
考
え

方
を
公
表
し
た
。

　

今
回
の
意
見
募
集
で
は

17
件
の
意
見
が
提
出
さ

れ
、
意
見
の
中
に
は
中
学

校
の
早
期
統
合
の
希
望
や

基
本
方
針
に
記
さ
れ
た

「
義
務
教
育
学
校
若
し
く

は
小
中
一
貫
校
の
可
能
性

を
残
す
」
必
要
性
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
る
も
の
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見

に
対
し
同
町
は
、
統
合
の

時
期
に
つ
い
て
は
改
修
等

上

牧

町

　

斑
鳩
町
の
令
和
４
年
度

の
一
般
会
計
は
１
０
１
億

３
０
０
０
万
円
で
前
年
度

比
７
・
５
％
の
増
加
と
な

っ
た
。
主
に
認
定
こ
ど
も

園
の
整
備
や
震
災
対
策
農

業
水
利
施
設
の
整
備
な
ど

を
実
施
す
る
。
建
設
関
係

の
主
な
事
業
は
次
の
通
り

（
単
位
千
円
）。

　

▽
消
防
施
設
整
備
の
支

援
（
１
、
８
６
５
）
▽
デ

ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
シ

ス
テ
ム
の
整
備（
２
６
０
、

０
０
０
）
▽
自
治
会
防
犯

灯
設
置
へ
の
助
成
（
１
、

１
９
４
）
▽
防
犯
カ
メ
ラ

の
維
持
管
理
（
３
、
２
５

９
）
＝
通
学
路
中
心
に
設

置
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
維

持
管
理
▽
地
域
集
会
所
施

設
整
備
等
の
支
援
（
２
、

９
７
３
）
▽
地
域
交
流
館

特定空き家等の予防対策など特定空き家等の予防対策など
空き家等対策計画（案）空き家等対策計画（案）

斑 鳩 町

一
般
会
計
１
０
１
億
３
０
０
０
万
円

一
般
会
計
１
０
１
億
３
０
０
０
万
円

４
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

４
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

上 牧 町

学
校
適
正
化
基
本
計
画（
素
案
）

学
校
適
正
化
基
本
計
画（
素
案
）

８
年
度
以
降
に
改
修
設
計

８
年
度
以
降
に
改
修
設
計

に
必
要
な
期
間
を
精
査
し

た
上
で
、
４
年
度
中
に
公

表
す
る
と
回
答
。ま
た
、義

務
教
育
学
校
（
小
中
一
貫

校
）
に
つ
い
て
は
町
内
に

小
学
校
が
２
校
あ
る
間
は

移
行
を
考
え
て
い
な
い
と

述
べ
た
。
現
在
は
小
学
校

２
校
の
維
持
を
目
標
と
し

て
お
り
、
義
務
教
育
学
校

の
具
体
的
な
協
議
は
小
学

校
が
１
校
に
な
っ
た
時
を

予
定
。
今
後
時
間
を
か
け

て
適
切
な
時
期
に
検
討
し

て
い
く
と
回
答
し
て
い
る
。

　

同
計
画
（
案
）
で
は
、

小
学
校
の
統
廃
合
に
は
十

分
な
準
備
期
間
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は

現
在
の
３
校
を
維
持
し
つ

つ
時
期
等
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
を
行
う
。
中
学

校
に
お
い
て
は
、
４
年
度

中
に
存
続
す
る
校
舎
の
改

修
等
を
精
査
し
た
上
で
統

廃
合
す
る
年
度
を
７
年
度

ま
た
は
８
年
度
に
設
定
。

な
お
、
統
廃
合
後
に
使
用

す
る
校
舎
に
つ
い
て
は
隣

接
す
る
上
牧
小
学
校
と
の

将
来
的
な
義
務
教
育
学
校

若
し
く
は
小
中
一
貫
校
へ

の
移
行
の
可
能
性
を
残
す

と
い
う
点
等
か
ら
上
牧
中

学
校
と
し
て
い
る
が
、
工

事
期
間
中
に
お
け
る
同
校

の
生
徒
の
退
避
方
法
及
び

統
廃
合
年
度
は
４
年
度
中

に
改
め
て
公
表
す
る
予
定
。

　

こ
の
ほ
か
、
廃
校
跡
地

の
新
た
な
活
用
方
法
の
検

討
を
は
じ
め
と
し
た
統
廃

合
に
よ
り
生
じ
る
課
題
に

つ
い
て
は
、
個
別
で
部
会

等
を
設
け
る
等
、
適
切
な

検
討
を
継
続
す
る
方
針
。

　

現
時
点
の
計
画
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
は
、
７
年
度
～

８
年
度
に
中
学
校
の
統
合

を
実
施
し
、
小
学
校
で
は

８
年
度
以
降
に
改
修
工
事

の
設
計
と
工
事
を
行
う
。

の
整
備（
６
５
、８
３
１
）

＝
自
治
会
か
ら
整
備
要
望

を
受
け
て
い
る
龍
田
西
地

区
の
地
域
交
流
館
の
建
設

に
係
る
用
地
購
入
及
び
施

設
の
設
計
を
行
う
▽
空
き

地
の
適
正
管
理（
６
２
９
）

▽
衛
生
処
理
場
の
管
理
運

営
（
１
０
、
７
８
２
）
▽

最
終
処
分
場
・
ご
み
積
替

え
施
設
の
管
理
運
営
（
１

４
、
７
７
１
）
▽
鳩
水
園

の
維
持
管
理
（
６
９
、
４

７
０
）
▽
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
補
助
（
４
、
１

６
０
）
▽
認
定
こ
ど
も
園

の
整
備（
７
６
、９
５
８
）

＝
斑
鳩
西
幼
稚
園
を
「
公

私
連
携
幼
保
型
認
定
こ
ど

も
園
」
と
し
て
再
構
築
▽

保
育
園
の
充
実
（
４
、
７

３
８
）
＝
保
育
園
の
保
育

室
洗
面
台
や
ト
イ
レ
等
の

改
修
工
事
を
行
う
▽
老
人

憩
の
家
の
管
理
運
営
（
２

４
、
９
２
３
）
▽
ふ
れ
あ

い
交
流
セ
ン
タ
ー
い
き
い

き
の
里
の
充
実
（
２
６
、

０
０
０
）
▽
地
籍
調
査
の

実
施
（
２
、
０
５
７
）
▽

平
成
緊
急
内
水
対
策
事
業

の
実
施（
６
７
、５
９
３
）

▽
都
市
下
水
路
の
管
理

（
２
、
０
４
２
）
▽
交
通

安
全
施
設
の
整
備
（
５
、

３
５
３
）
＝
各
種
交
通
安

全
施
設
の
新
設
・
維
持
補

修
を
行
う
▽
老
朽
管
の
更

新
（
８
０
、
８
０
０
）
▽

下
水
道
事
業
へ
の
支
援

（
５
４
０
、
０
０
０
）
▽

▽
公
共
下
水
道
の
普
及
促

進
（
６
２
３
、
４
４
４
）

＝
未
整
備
区
域
に
お
け
る

公
共
下
水
道
の
感
染
管
渠

及
び
面
的
整
備
を
効
率
的

に
進
め
る
▽
水
洗
化
率
の

向
上
（
５
５
３
）
▽
道
路

環
境
の
整
備
（
６
４
、
６

０
２
）
▽
道
路
の
新
設
改

良
（
４
６
、
１
３
３
）
＝

幅
員
の
狭
い
生
活
道
路
を

改
修
し
通
行
の
安
全
を
確

保
▽
道
路
環
境
整
備
の
支

援
（
５
０
０
）
▽
橋
り
ょ

う
環
境
の
整
備
（
１
１
、

５
０
０
）
▽
い
か
る
が
パ

ー
ク
ウ
ェ
イ
の
整
備
促
進

（
３
２
、
５
１
７
）
＝
五

百
井
・
興
留
区
間
の
事
業

用
地
で
あ
る
町
土
地
開
発

基
金
用
地
の
買
戻
し
を
行

う
▽
既
存
木
造
住
宅
耐
震

診
断
の
支
援
（
５
１
４
）

＝
耐
震
診
断
を
行
う
人
に

対
し
診
断
員
を
派
遣
。
対

象
建
築
物
は
昭
和
５６
年
５

月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
在
来
軸
組
立
法
の
既
存

Ｗ
造
住
宅
延
べ
床
面
積
２

５
０
平
方
㍍
以
下
２
階
建

以
下
▽
既
存
木
造
受
託
耐

震
改
修
の
支
援
（
１
、
６

０
０
）
▽
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
の
支
援
（
１
、
０
０

０
）
▽
長
田
団
地
の
改
修

（
４
、
０
０
０
）
＝
屋
根

や
外
壁
等
の
改
修
工
事
に

係
る
測
量
設
計
を
行
う
▽

観
光
ル
ー
ト
サ
イ
ン
等
の

整
備
（
１
、
１
０
０
）
▽

県
と
の
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
（
５
、
２

０
０
）
▽
公
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
の
策
定
（
４
、

４
０
０
）
▽
無
料
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置
（
１
７

７
）
▽
法
隆
寺
ｉ
セ
ン
タ

ー
・
観
光
自
動
車
駐
車
場

の
管
理
運
営
（
２
０
、
６

１
１
）
▽
県
営
た
め
池
等

の
整
備（
２
２
、５
０
４
）

＝
桜
池
の
耐
震
化
工
事
を

町
が
費
用
の
一
部
を
負
担

し
県
営
事
業
と
し
て
行
う

▽
震
災
対
策
農
業
水
利
施

設
の
整
備（
６
、９
７
９
）

＝
９
ヵ
所
の
防
災
重
点
た

め
池
の
目
視
等
点
検
を
実

施
。
ま
た
、
17
ヵ
所
の
防

災
重
点
た
め
池
の
劣
化
状

況
調
査
を
３
年
度
補
正
分

と
併
せ
て
実
施
▽
い
か
る

が
溜
池
の
維
持
管
理（
１
、

３
０
７
）
▽
い
か
る
が
溜

池
駐
車
場
の
整
備
（
４
、

３
０
０
）
▽
有
害
鳥
獣
の

駆
除
（
９
４
５
）
▽
文
化

振
興
セ
ン
タ
ー
の
充
実

（
１
５
、
５
０
０
）
▽
文

化
振
興
セ
ン
タ
ー
の
維
持

管
理（
１
０
１
、９
７
１
）

▽
景
観
形
成
作
物
の
普
及

（
２
、
５
３
７
）
＝
景
観

形
成
作
物
で
あ
る
コ
ス
モ

ス
と
レ
ン
ゲ
の
栽
培
を
実

施
。
ま
た
、
法
隆
寺
周
辺

の
栽
培
地
の
団
地
化
を
進

め
る
▽
町
並
み
景
観
形
成

の
推
進
（
６
、
０
０
０
）

▽
歴
史
・
自
然
環
境
の
活

用
（
１
、
８
５
９
）
▽
森

林
整
備
の
推
進
（
３
、
５

３
５
）
＝
人
工
林
を
対
象

と
し
た
整
備
計
画
の
作
成

を
進
め
る
為
、
所
有
者
の

意
向
調
査
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
危
険
木
の
伐
採

等
適
切
な
森
林
整
備
を
行

う
▽
学
童
保
育
室
の
充
実

（
２
、
２
０
０
）
＝
斑
鳩

西
学
童
北
保
育
室
の
エ
ア

コ
ン
取
替
工
事
や
斑
鳩
東

学
童
北
保
育
室
の
床
改
修

工
事
等
を
行
う
▽
小
学
校

の
和
式
ト
イ
レ
の
洋
式
化

（
９
、
２
８
８
）
▽
中
学

校
の
和
式
ト
イ
レ
の
洋
式

化
（
６
、
１
９
２
）
▽
公

民
館
の
充
実
（
１
、
６
２

６
）
＝
身
近
な
生
涯
学
習

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
公

民
館
設
備
等
の
整
備
を
行

う
。
４
年
度
で
は
各
公
民

館
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

工
事
及
び
西
公
民
館
和
室

の
エ
ア
コ
ン
取
替
工
事
を

行
う
▽
町
内
遺
跡
の
発
掘

調
査
（
３
、
０
０
０
）
＝

中
宮
寺
跡
周
辺
遺
跡
に
お

い
て
範
囲
確
認
調
査
を
実

施
▽
公
共
事
業
に
伴
う
発

掘
調
査
（
１
、
８
０
０
）

▽
開
発
に
伴
う
発
掘
調
査

（
２
３
、
０
０
０
）
＝
い

か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
建

設
に
伴
う
発
掘
調
査
を
は

じ
め
、
民
間
等
の
開
発
事

業
に
伴
う
原
因
者
負
担
の

発
掘
調
査
受
託
事
業
と
し

て
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
存

が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
事
前
に
発
掘
調
査
を
実

施
▽
史
跡
中
宮
寺
跡
活
用

促
進
事
業
の
実
施
（
１
、

２
５
３
）
▽
文
化
財
活
用

セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

（
３
５
、
９
８
６
）。

　

上
牧
町
は
「
上
牧
町
空

き
家
等
対
策
計
画（
案
）」

に
対
す
る
意
見
募
集
を
３

月
２1
日
ま
で
受
け
付
け
て

い
る
。
案
は
▽
町
役
場
▽

片
岡
台
出
張
所
▽
２
０
０

０
年
会
館
▽
中
央
公
民
館

▽
図
書
館
に
て
閲
覧
に
供

す
る
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
公
表
。
意
見
書

は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子

メ
ー
ル
・
持
参
で
提
出
が

可
能
。
提
出
先
及
び
問
い

合
わ
せ
先
は
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
（
電
話
０
７
４
５

―
７
６
―
２
５
０
３
）。

　

同
計
画
は
町
全
域
の
空

き
家
ま
た
は
空
き
家
と
な

る
見
込
み
の
あ
る
も
の
を

対
象
と
し
、
令
和
13
年
度

ま
で
の
1０
年
間
を
対
象
期

間
に
設
定
し
て
い
る
。

　

空
き
家
等
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
家
屋
の
状
態
に

応
じ
て
５
つ
（
①
発
生
抑

制
②
実
態
調
査
③
適
正
管

理
④
利
活
用
⑤
特
定
空
き

家
等
の
措
置
）
に
分
類
し

て
、
効
果
的
な
対
策
を
行

う
と
と
も
に
家
屋
の
維
持

補
修
や
売
却
と
い
っ
た
多

種
多
様
な
相
談
内
容
に
対

応
で
き
る
相
談
体
制
の
充

実
を
図
る
方
針
。

　

具
体
的
な
施
策
の
一
つ

と
し
て
、
空
き
家
等
の
実

態
調
査
を
実
施
し
空
き
家

に
関
す
る
基
本
的
施
策
を

推
進
す
る
上
で
の
基
礎
資

料
を
得
る
。
ま
た
、
調
査

の
実
施
以
降
も
町
民
か
ら

の
情
報
提
供
や
担
当
課
の

調
査
等
に
よ
る
継
続
的
、

定
期
的
な
調
査
を
実
施
し

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
く
。
こ
の
ほ
か
、
生

前
に
お
け
る
相
続
登
記
の

呼
び
か
け
を
は
じ
め
空
き

家
所
有
者
へ
の
意
識
啓
発

を
行
い
、
空
き
家
等
の
発

生
抑
制
や
住
宅
診
断
、
耐

震
改
修
補
助
等
も
実
施
す

る
。
専
門
的
な
相
談
を
含

め
た
幅
広
い
相
談
内
容
に

迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
で

き
る
よ
う
体
制
を
充
実
さ

せ
る
方
針
。

　

空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
つ
い
て
は
、
空
き
家
の

所
有
者
や
相
続
人
が
不
明

な
場
合
に
は
関
係
機
関
と

連
携
を
強
化
し
調
査
を
行

う
こ
と
で
特
定
し
、
的
確

な
助
言
や
指
導
で
空
き
家

等
の
適
正
管
理
を
図
る
。

ま
た
、
特
定
空
き
家
等
に

な
ら
な
い
為
に
予
防
対
策

の
一
環
と
し
て
空
き
家
バ

ン
ク
等
の
活
用
に
よ
る
流

通
を
促
進
し
、
空
き
家
等

や
空
き
家
の
除
却
跡
地
の

有
効
活
用
し
て
い
く
。
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国のまほろば　大和　　　　　　　　　　
　　　　　悠久の時の流れの中　　

　　　二上山を南西に望むこの地に55年

ふるさとの自然・文化・歴史・伝統　　　
　そして人々と共にあることを願って

広い場所にはドド～ンと、
小さな空間には チョコン と、
工場・倉庫から住居、
さらにはペット用まで
55 年の実績でお応えいたします。
風致地区仕様もご相談ください。

㍿江頭塗装工業
㍿エガシラ塗装


